
毎日の〝水〟はこうして支えられています

私たちは、家の中の様々な場所で水道水を
使っています。
家庭内で１日に使用する水道水の量を１人
当たりに換算すると、約230ℓとなり、水道水
は、私たちが生活を送る上で、欠かせないものと
なっています。

私たちは、家の中の様々な場所で水道水を
使っています。
家庭内で１日に使用する水道水の量を１人
当たりに換算すると、約230ℓとなり、水道水
は、私たちが生活を送る上で、欠かせないものと
なっています。

施設を整備・更新
するための費用
施設を整備・更新
するための費用

川の水をきれいに
するための費用
川の水をきれいに
するための費用

水道水を届ける
ための費用

水道水を届ける
ための費用

家庭内で１人が１日に使う水道水の量

お風呂 80ℓ トイレ 50ℓ

洗濯 35ℓ 洗面ほか 25ℓ

料理 40ℓ

特集

出典：出典：
「いま知りたい水道－日本の水道を考える－」国土交通省「いま知りたい水道－日本の水道を考える－」国土交通省（（ ））

令和8年8月1日発行
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　安心で安全な水道水を安定的につくるための費用と

企業団は、１県７市（構成団体）に送る水道水をつくるための施設建設や維持管理などの事務を行う
“地方公営企業”であり、法律によって独立して採算をとることが決められています。
したがって、経営に必要な費用は、税金ではなく構成団体からいただく給水料金でまかなっており、
企業団の水道事業は、構成団体を通して皆さまの水道料金によって支えられています。

企業団は、１県７市（構成団体）に送る水道水をつくるための施設建設や維持管理などの事務を行う
“地方公営企業”であり、法律によって独立して採算をとることが決められています。
したがって、経営に必要な費用は、税金ではなく構成団体からいただく給水料金でまかなっており、
企業団の水道事業は、構成団体を通して皆さまの水道料金によって支えられています。

水道事業の会計は、『日々の事業を運営していくための会計（収益的収支）』と、『将来に向けた施設
整備のための会計（資本的収支）』の２つに分かれています。
水道事業の会計は、『日々の事業を運営していくための会計（収益的収支）』と、『将来に向けた施設
整備のための会計（資本的収支）』の２つに分かれています。

水道水をつくるためには、どのくらい

〈水道事業会計のキホンのはなし〉
○水道事業は皆さまの水道料金で支えられています

○２つの視点でお金を管理しています

江戸川

北千葉広域水道企業団

日々の事業を運営して
いくための会計

将来に向けた
施設整備のための会計

構成団体の浄水場等へ 皆様のご家庭へ

給水料金給水料金

収益的収支収益的収支 資本的収支資本的収支
［収入］ 構成団体からの給水料金
［支出］ 川の水をきれいにするための費用
　　　 （動力費、薬品費、修繕費など）

［収入］ 借入金、補助金

［支出］ 施設を整備・更新するための費用

『日々の事業を運営していくための会計（収益的収支）』で利益を確保し、
翌年度以降の『将来に向けた施設整備のための会計（資本的収支）』で使い
ます。

『日々の事業を運営していくための会計（収益的収支）』で利益を確保し、
翌年度以降の『将来に向けた施設整備のための会計（資本的収支）』で使い
ます。

企業団の利益はどう使われているの？

構成団体
独自の水道水

水道料金水道料金
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そのお金を確保する方法についてご紹介します。

〈水道水をつくるために掛かるおカネ〉
１人が１日に使う２３０ℓの水道水をつくるには

掛かっています
※約２１円

のお金が掛かっているのでしょうか。

川の水をきれいに
するための費用

施設を整備・更新
するための費用

※令和７年度決算速報による試算（年間総支出159億円÷年間総給水量1,732億4,000万ℓ×230ℓ）
１㎥は1,000ℓに相当

※令和７年度決算速報による試算（年間総支出159億円÷年間総給水量1,732億4,000万ℓ×230ℓ）
１㎥は1,000ℓに相当その内訳は･･･その内訳は･･･

約17円 約4円
・機械を動かすための動力費
・水の濁りを取り除くための薬品費
・施設を維持管理するための修繕費　
　　　　　　　　　　　　　　　など

・事故リスク低減のため、新しい送水管
　を整備するための工事費
・設備の老朽化に伴い、新しい設備に
　更新するための工事費　　　　など

・社会情勢により物価が高騰
 ▶川の水をきれいにするための費用が増加
・水道施設の老朽化が進行
 ▶安定給水のための施設整備・更新費用が増加

・社会情勢により物価が高騰
 ▶川の水をきれいにするための費用が増加
・水道施設の老朽化が進行
 ▶安定給水のための施設整備・更新費用が増加

・社会情勢により物価が高騰
 ▶川の水をきれいにするための費用が増加
・水道施設の老朽化が進行
 ▶安定給水のための施設整備・更新費用が増加

皆さまのもとに水道水が届くまでには、企業団で掛かっている費用のほかに、
構成団体の浄水場等から皆さまのご家庭まで水道水を届けるための費用が必要です。

費用の増加により、純利益の縮小と事業継続に
必要な資金（内部留保資金）残高の不足が見込
まれます。
今後も企業団の健全な経営を維持するため、
給水料金引き上げの検討を始めました。

費用の増加により、純利益の縮小と事業継続に
必要な資金（内部留保資金）残高の不足が見込
まれます。
今後も企業団の健全な経営を維持するため、
給水料金引き上げの検討を始めました。

料金改定の検討を始めました

水道水を届けるための費用

近年の経営状況

内部留保資金残高内部留保資金残高 更新投資更新投資純利益純利益

R2

（億円）

0

50

100

150

R3 R4 R5 R6 （年度）

120

34

7272

77

内部留保資金残高の減内部留保資金残高の減

3636

1919

〈検討の背景〉
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令　和　７　年　度　決　算　速　報令　和　７　年　度　決　算　速　報

●【安全】安全な水道用水の安定した供給
　○安定給水の確保－送水管整備事業の実施
　　・第二送水管布設工事
●【強靱】総合的な災害対策の実施
　○防災・減災対策の強化－災害・事故等に強い施設整備の実施
　　・久寺家水管橋落橋防止装置設置工事
　　・送水管補修弁設置工事
●【持続】経営基盤の強化
　○アセットマネジメントの実践による効率的・効果的な事業運営
　　－アセットマネジメントに基づく計画的な施設更新
　　・排水処理施設計算制御設備更新工事
　○持続可能な経営基盤の強化－地球温暖化対策の推進
　　・薬品注入館次亜貯留槽室等空調設備更新工事

令和８年８月１日（年２回発行）
　今号では、水道水をつくるための費用とそのお金を確保する方法についてご紹介
いたしました。水道水をつくるためには、沢山の費用が掛かっていますが、近年の
物価の高騰や施設の老朽化の進行によって費用が増加しており、企業団の経営状況
は厳しくなってきています。
　今後は、少子高齢化の進展や自然災害の激甚化・頻発化など、水道事業を取り巻く
環境が大きく変化することが見込まれますが、これからも、安全で安心な水道水を
安定的に供給できるよう尽力して参ります。

道路に埋設してある配水管から、各家庭まで引き込まれた給水管、止水栓、
水道メーター、給水栓等の器具を総称して「給水装置」といいます。このうち、
水道メーターを除く給水装置は水道をご利用のお客様の財産であり、取り
替えや修繕等にかかる費用は、原則としてお客様の負担になります。

水道局 (部) から供給された水をいったん貯留し、飲用などの目的で各戸に
供給するために、ビル、マンションなどの建物の屋上や敷地内に設置された 
受水槽そのほかの施設の総体を「貯水槽水道」といいます。これらの施設
の管理は、施設の設置者(建物の所有者等)が行うこととなっています。

詳細は、お住まいの地域の
水道局（部）にお問い合わせください。

令和8年度 職員採用試験の実施について令和8年度 職員採用試験の実施について 企業団では、令和9年度採用予定の職員を募集します。
採用された職員は、地方公務員となります。

8月1日の「水の日」
　　から7日までは、
8月1日の「水の日」
　　から7日までは、

で
す
で
す

職員採用上級試験

○ 事務職の申込期間等

○ 技術職（土木・電気・機械）の申込期間等

技術職（土木・電気・機械）は教養試験なし＆通年募集を実施！

通年募集

水の週間

試験職種

事務

土木

電気

機械

採用予定人員

各3人程度

計6人程度

受験資格

平成8年4月2日から
平成17年4月1日までに
生まれた方

採用予定時期

令和9年4月

第1次試験
教養試験
専門試験
論文

専門試験
論文

第2次試験

面接

職務の内容
庶務・広報・人事・経理・企画立案等の
一般事務

水道施設の計画・設計・施工管理、
運転・保守管理の業務等

水道施設の計画・設計・施工管理、
維持管理の業務等

試験職種 申込期間（郵送又はWEB） 第1次試験日 第1次試験合格発表 第2次試験日 第2次試験合格発表

事務 8月25日(火)まで 9月20日(日) 10月上旬 10月下旬 11月中旬

試験職種

土木
電気
機械

通年募集
第２回

第3回

第4回

　8月23日(日)

10月下旬

12月中旬

  8月10日(月)まで

  8月下旬から10月中旬まで

10月下旬から12月上旬まで

申込期間（郵送又はWEB） 第1次試験日 第1次試験合格発表 第2次試験日 第2次試験合格発表

  9月上旬

11月上旬

12月下旬

  9月下旬

11月下旬

  1月下旬

10月中旬

12月中旬

  2月中旬

※最多年4回試験を実施します（第1回は終了）。同一職種において、年度内に申込ができるのは１回限りです。　※内容については変更となる場合があります。
※詳細は各試験における受験案内をご確認ください。受験案内は各試験の募集開始前までに公表いたします。

（令和８年８月時点の予定です）

受験希望者を対象として、対面及びオンライン方式で実施予定です。
企業団での仕事について少しでも理解を深めていただければ幸いです。
日程・申込方法等については企業団ホームページ「採用情報」にて随時公表いたします。

採用説明会
総務調整室　047-345-3211

126

61

61

4　6

収入
132
億円

支出
126
億円

収入
1
億円

支出
33
億円

1

14

18

481,693481,693
450,530450,530 457,717457,717 462,519462,519 474,644474,644

令和8年度（見込み）

年間総給水量１億7,324万㎥（東京ドーム約140杯分）

令和4年度

495,924495,924

486,391486,391 490,523490,523 491,811491,811 491,260491,260

令和5年度 令和6年度 令和7年度

給水収益
（構成団体からの給水料金収入）

その他
利益

（消費税控除後）

減価償却費など

動力・薬品・修繕
など水道水を供給
するための費用

1
借入金・国庫
補助金など 水源を取得する

ための負担金

老朽化施設を更新
するための事業費

借入金の返済

32

減価償却費などから
生じる内部留保資金
などで補てん

詳しくは「採用情報」で ▼

4

借入金に対する
支払利息
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